





























































































1.1. Z批判的用法 1. 2. 2問題点
しかし県立国謬館と市町村立鴎謬轄の機龍が明確に したがって r第二線図欝館J の用語については次の
区別されている場合でも，必ずLも県立関番強について ような問題点がある。
「第二線額番館J の用語が用いられるわけではない。こ ①「第二線関欝蕗」という用語は一体どとで生れ，縫






















1. 2. r第二線図書館ユ論議の二つの時期 を許すものが内包されていたのではないか，初期に提唱
1. 2. J.: r前期J と r後期」 された概念が必ずしも十分でなかったのではないかと思
これまでの「第二線図書館」をめぐる論議を振り返っ われる。
てみると， 1960年代中頃を境に論議の性格が変化してい





@ 第一線国警舘 @ 第二線図書館 @ 図書館の図書館
第一線図醤館記ついて * r住民と護接に接し，住 * r住民にとって最も身近 本「住民に直接サーピスす
民の求める資料を提供し， な自治体である市豆町村 る図書館J r住民に対し





























第一線密欝舘と第二総 *市町村立図醤館と県立図 本市町村立図書館と県立図 *市町村立図書館と県立図
図襲警蕗の相違について 翠舘の機能の相対的相違 醤館の全体的なあり方の 書館の機能の栢対的相違
相違
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種類の文献に探ってみた。 に見られるように，一応機能の観点からもとらえられて
いるが，県立図書館の寵接サーピスに触れず，特定の機













@r第一線図欝館J，<Jj) r第二線図磐館J，@ rB塁審館 もちろん，こうした「第二線図書館」の概念も，それ
の間番館J の解説を比較対照したものが表 1であるo が県立図番館の複数の役割のうちの一つであると受けと
「第一線図欝館Jr第二線図番館Jr県立図番館の直接サ められるならば問題はない。しかし 「第二線図番館」
ーピスJr第二線図欝館の概念のとらえ方Jr第一線図書 の用語は県立図書館全体を規定する用語として用いられ
館と第二線閣議館の相違 r第二線区i番館の問題点Jの ることが多い。 r第二線図書館的機能が都道府県立図書
6点について，各項目の記述を比較してある。 館の機能のすべてではない」というただし書きが欲しい
2.1.1 r機能J と「あり方J ところである。























「……として機能する都道府県立図審蕗」としづ表現 してしか触れられておらず， @ r密書舘の図書館」の項





































直接サ{ピス 有 @ ③ 




























































































































































3.3.1 r第一線図欝館J と「第二線図書館」の草分 有山は r第二線図書館Jは r第一線密書館Jの「背
























































































欧感想Jでは r第一線図欝館J r第二線図書芸館」の用 の未設置ないし不足する地域には第一線用図書を貸し
諮は}部でしか箆舟していないが，向様の問題意識から 出すことが想定されており，二重の意味で直接サービ
海外の国欝館相互貸譜縞と比較考察し，次のように述ベ スが明確に位置付けられていること。

























































動の中核的存在となり，いわゆる thelibrary for 



























































































































































月， 19月， 11月， ，1964年4月〉にわたってj巣立国警践の
特築が組まれたほか，その後も投醤，投稿などの記事が
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